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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．

２ ．

分別・リサイクルをします。

３ ．環境に配慮した生産活動を行います。

４ ．環境影響を改善する為に、継続的な改善活動を行います。

５ ．この環境経営方針を従業員に周知すると共に、各部門に掲示します。

2020年1月27日

環 境 経 営 方 針

人の和
公明正大
創意工夫

当社の生産活動が環境に及ぼす影響に配慮し、関連法規制、同意するその他の
要求事項を順守し汚染を予防する事で環境・健康を確保します。

　藤原金属株式会社は、永年の金属部品加工で磨き抜いた技術と確立されたマネジメントを
駆使し、環境に優しい物造りを通して人々が人間性を発揮できる社会と環境の実現に寄与
し、真にお客様に満足と信頼を頂ける製品を提供できる事業活動の推進に努めます。

水使用量の削減に取り組むと共に、産業廃棄物の発生抑制と

2004年2月1日

改定日：

代表取締役社長

施設・設備の省エネ・省資源活動の効率的運用により、二酸化炭素排出量及び

制定日：

―社　是―
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

藤原金属株式会社
代表取締役　藤原　茂

（２） 所在地
兵庫県尼崎市潮江5丁目8番43号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 製造部長　 盛　博文　　 TEL：06－6422－0300
担当者 総務部 薬師神　悦子 TEL：06－6422－0300

（４） 事業内容
金属部品製造業

　電気溶接機用部品・半導体製造装置用部品・油圧機器部品・航空機用部品等の

　 金属プレス加工・板金加工・金属機械加工品の製造

（５） 事業の規模
売上高

 従業員　　　　　
 延べ床面積　　　

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 藤原金属株式会社
対象事業所： 兵庫県尼崎市潮江5丁目8番43号

金属部品製造業

□事業や製品（商品）の紹介

昭和32年に設立以来、約60年にわたり精密部品加工を手掛けるメーカーで、2つの部門がございます。 

製造第1グループでは、プレス・板金・溶接を行っております。

鉄・ステンレス・銅・アルミ等の金属の板形状の材料をプレスや打ち抜き、曲げや溶接加工により形を変えて、

溶接機用部品、半導体及びロボット製造用装置部品、自然エネルギー電源装置の部品、防衛関連部品、

航空機部品、油圧部品等の製品を作りだしております。

製造第2グループでは、機械加工を行っております。

鉄・アルミ・銅・ステンレス・タングステン・ニッケル・タンタル等難削材料を含め、様々な材質の材料を

NC旋盤やフライス、ボーリング、ドリリング、更にはそれらの複合加工で図面要求の形状の製品、部品を

製作致します。

多種少量で短納期の試作・開発品へのご要望にも対応しており、工場内には確保していた将来スペースも

活用が決まり、可能性を追求しております。

平成26年8月に尼崎に新工場を設立し、大阪市の本社と豊中市の豊中工場を一つにしました。

これから会社の発展と共に地域活性化にもご協力出来るよう邁進してまいります。

165,583 万円

53人
2900㎡

2023年1月25日

組 織 の 概 要
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更新日：

内部監査員

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

総務部 薬師神悦子

役割・責任・権限

・環境活動実績の確認・評価

代表者
社長 藤原茂

--
環境経営管理責任者

製造部長

環境経営管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

盛博文

・環境経営管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

環境経営推進担当

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営最高責任者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

部門長

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、環境経営推進担当の事務局

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境経営最高責任者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認、異常時の出荷停止と解除、原因究明・再発防止指示

・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門における環境経営方針の周知

・事務局は各部門長より構成され、その中より事務局長を選出する。

全従業員

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

2023年1月25日

環境経営推進事務局

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営計画の審議

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

環境経営組織及び役割・責任・権限

製造部門 営業部門 品質管理

部門

総務部門
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単位
kg-CO2

ｋｇ

トン

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※2021年度のデータは期初から期の途中まで

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

✕

✕

✕

✕

〇

基準年度比

20,635

（実績）（基準年)

産業廃棄物の削減

kWh/千円

行動目標（次項による）

（目標）

268,411

128% 96% 95%

環境に配慮した製品活
動

行動目標（次項による）

（目標）

課題を解決しチャンス
を活かす取組

2020年 2021年 2022年
二酸化炭素総排出量 251,426 303,811 383,583

項　目

　一般廃棄物排出量

16,523

電力による二酸化炭素
削減 基準年度比 2021年 98%

0.544 0.533 0.522 0.522原単位 0.516

20,034

（目標）
基準値 2022年

97%

廃棄物排出量

3,840 3,840 3,840

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

　産業廃棄物排出量 22,019
水使用量 668 660 555

0.418 0.418

2023年 2024年

18,359

評
価

kg-CO2 282,538 276,888 361,379 271,237

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 21,273 20,848 22,204
2021年 98% 104%

288,834

一般廃棄物の削減
kg 3,840 3,571 3,840 3,571

基準年度比 2021年 93% 100% 93%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 303,811 297,735 383,583 291,872

0.890%基準年度比 2021年 109%
㎥ 660

基準年度比
555 607

90%2021年 100% 84% 92%
594660

kg 18,359

水道水の削減

20,422

3,456

0.7
20,034 14,687

96%

90%

12,851

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

2021年3月より将来エリアに大型設備導入し稼働開始。
2021年5月には屋根に遮熱塗料工事を行い、又、エアコンのスイッ
チも計画的に入れ電力のピークを押えることは出来たが、稼働時
間の増加と設備強化の影響が大きく、基本的な電力量が底上げさ
れたが、一番の原因は2022年9月期に過去最高売上を上げ昨年
の3割UPとなり、稼働時間も増加した為。
2022年9月ロボットシステム導入。
今後もロボットシステム化を進めるよう取り組んでおり、人員増加
出来ない代わりに機械が負担することになり、電力量の増加を注
視して行く。
【是正処置】ロボットシステム導入とは別に増員は続け、人材教育
にも力を入れ、特定の者への負担を減らし、稼働時間を短縮し、電
力量の削減に努める。
【次年度の取り組み】ロボットシステムの活用と人材の採用と教育
に力を入れる

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

・デマンド監視とアダプタの設置(ピーク時の
電力を抑える)

○

・屋根遮熱塗装 ○

・不要照明の消灯 ○

64,943

12月11月10月

達成状況

○

○・自動散水栓取付済

・手洗い人感センサー取付済

45
2月
3959 59 45

12月

○

42

10月 11月

91,575 99,68556,297 57,334

取組結果とその評価、次年度の取組計画

64,323

64,94756,116 52,528 63,055

63,531

50,156 45,714 46,249 54,576 62,247 56,442

61,891 87,562 84,913 67,50964,979

45 45

達成状況

数値目標

・雨水利用による植木の水やり

〇

○

・トイレに擬音装置取り付け済

○

4月 5月

5月4月3月2月1月
63,055 71,607

53

50 50

6月
53

9月8月7月6月

植栽や緑地には可能な限り自動散水装置を付けて管理し、雨水に
よる植木の水やりも継続。又、水不足に強い植木に交換した。
手洗い人感センサーとトイレ擬音装置取付済。
散水装置やセンサー・擬音装置が作動するようメンテを続けてい
る。
排水はグリストラップを通過させ汚泥を除去した後に排水。

90

49 49

取組結果とその評価、次年度の取組計画

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

1月

42 48 48

46 46

45 45

8月
90

9月3月
39

7月

0

50,000

100,000

150,000

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

50

100

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

10月 11月

272

10月
295 369450

2月
319 181 288

11月 12月

12月 1月

売上増加により納品回数が増えた事により、これまで以上に集荷
や配送が増え、ガソリン使用量の削減に繋がらなかった。
【是正処置】配車打合せ時のルート改善を徹底する。
【次年度の取り組み】配車打合せ時に先月の結果報告をして意識
改善に繋げる。

・アイドリングストップ

391 321
353

6月

310 413
335 287 297

・効率的なルートで配送

・燃費管理表による監視

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

7月 8月

○

○

数値目標 ✕

○

466 382 462

3月 4月 5月

332 279 324 309
264 234

0 368 362 380

3月 4月 5月 6月
506 453

1月 2月

493 493 419 321372

7月

395
360

390
9月

422399 365 582 465 414
8月

350
338

358
231

9月

0

200

400

600

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

200

400

600

800

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

軽油（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年 1,484 2,968 4,452 2,226 1,484
1,484 2,226 1,113 1,484 1,113

○

・廃油のリサイクル/マニフェスト

・金属屑のリサイクル/有価物

10月 11月 12月 1月

○

1月

・帳票見直しによる印刷物の削減 ○
・梱包材の再利用 ○

320

数値目標
・分別の徹底 ○

✕

320

2月

・マニフェスト管理 ○

達成状況

320
3月 4月

2022年9月期に過去最高売上を上げの昨年の3割UPとなり、稼働
時間と生産量が増加したが、昨年と同量で減らすことが出来な
かった。
【是正処置】ゴミの分別を徹底し、出来る限りリサイクルに回す。
【次年度の取り組み】1割削減を目指す。

320320 320 320
9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

320

1,4840
1,484

320 320 320 320

2,226 1,113
1,113 1,113742 742 1,113

6月 7月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月
1,484

1,113

3月 4月

320

5S活動とも連携して整理整頓に努め、生産工程の改善等もあり、
不要なものは廃棄する事を続けているが、大型の設備の導入と入
替もあり、全体的にレイアウト変更した。売上も昨年の3割UPとな
り、生産量が増加した為、産廃も増えた。
【是正処置】利用出来るものは再利用を図り、購入も梱包による廃
棄が少ないものに替え、来期で削減を図る。設備導入は来期も続
くが、それを見越したレイアウト変更もあり、出来るだけ負担を減ら
す。
【次年度の取り組み】1割削減を目指す。

1,484
9月

2,406

320

8月5月

5月

320 320320 320

・ゴミの分別(木くず・紙屑)/マニフェスト ○

✕

○

320 320 320 320

・持込ごみの見直し

12月

数値目標

320

達成状況

320

10月 11月 2月 7月6月

0

200

400

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg）2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

産業廃棄物（kg）2021年 2022年
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環境に配慮した製品活動

取組紹介欄

課題を解決しチャンスを活かす取組

取組紹介欄

【中期計画】

・多能工化

騒音規制法

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

環境関連法規制等名称

振動規制法

水質汚濁法

下水道法

消防法（危険物）

フロン排出抑制法

除害施設の設置

空気圧縮機の設置

該当する設備・項目

空気圧縮機、送風機の設置

廃棄物処理法

道路交通法 車両の大きさ・重量、通行制限、車両からの積載物のはみ出し、安全運転管理者等

高圧ガス保安法 高圧ガスの使用・貯蔵

洗浄設備の設置

○

・企業PRによる顧客獲得　　HP、インター
ンシップ受け入れ

○

・顧客対応の一貫管理システムの構築

○・不良率低減　　品質会議開催

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・計画的な人材育成の実施
（既存技術継承・新技術習得）

2025年迄の業務改革の項目を見直し「自動搬送システムの構築」
を入れており、計画を立てて実行中。定期的に報告会も行ってい
る。
「不良率低減」については、従来通り月一回の品質会議を開催。
社内で情報を共有している。

○

○

危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 環境管理、品質管理　

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫の設置

・５Ｓ･３定の実施と定着化

○

2025年の業務改革の大きな3項目の中にに「人材育成・能力開発」
があり、計画的な育成の実施が、目的や部署別に出来るよう構築
中。
定期的に報告会も行っている。
企業PRについてはHPを全面リニューアルし、動画も入れてより弊
社を知って頂けるようににした。
高校生の職場見学も受け入れて、今後も実施していく予定。
月1回の報告会で社内で情報を共有している。

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

0

0

・生産管理レベルアップ

達成状況

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
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緊急事態の想定： 緊急地震速報
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

①「緊急地震速報を受けたときの行動の具体例」事前配布→②緊急地震速報社内放送・避難誘導→③逃げ遅
れ確認等、一連の流れに沿って実際に地震が起こって緊急地震速報か出た場合を想定した訓練を実施

全従業員

緊急地震速報を利用しての訓練は2回目で、初めて経験される方もいましたが、昨年経験した方が誘導してく
れたお陰でスムーズに行った

2022.6.15 藤原金属㈱尼崎工場敷地内

緊急事態対応の試行・訓練
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緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容：☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

消火器や消火栓を全従業員が使い、取扱いや防火の意識が高まった。

全従業員

①火災発生→②受信機確認→③火災発見→④通報→⑤社内放送・避難誘導→⑥初期消火→⑦逃げ遅れ確認
等、一連の流れに沿って、実際に火事が起こった場合を想定した訓練を実施

2022.9.6 藤原金属㈱尼崎工場敷地内
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 □ 変更なし ☑ 変更あり

□編集後記

弊社の事をより知って頂こうと、ホームページと会社案内を更新しました。
環境活動についても、アピールしていける場にして行きたいと思っております。
新しいホームページには動画も載せ、新しい設備等も見て頂くことが出来ます。

2021年3月の大型新規設備2機導入に伴うレイアウト変更後、空けていたエリアもフル稼働し、5月には屋根の断熱塗装を施し
た。
設備は2022年4月に搬送システム、9月にはロボットシステムを投入し、再びレイアウト変更を行った。
電力の使用量はデマンドアダプタを取付済み従来より運用のデマンド監視装置との相乗効果による電力使用量の監視を続けて
いるが、稼働領域が増え設備も増設しており、更には2022年9月期は過去最高に売上を上げることが出来、稼働時間も増加し
た為、電力量の増加は仕方ないと思われる。
営業部には売上増加により納品回数が増えた事により、これまで以上に集荷や配送が増え、ガソリン使用量の削減に繋がらな
かった。
レイアウト変更と生産量の増加は産業廃棄物の増加にも繋がり、今後も5S活動を続けながら努力する。
一方で水道料金は設備の点検を増やし、減らすことが出来た。
また、経営課題である人材についても、ロボットの導入や自動化も進めており、教育体制も見直しているが、引き続き求人に力
を入れ、人材確保に繋げる。
今後も環境に配慮した生産活動を会社全体で続けていく。

2023年1月20日

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介
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